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る主体としては ｢家計 ･世帯｣と業種別事業所の集合体としての ｢産業｣を想定し､推計年
次は北海道において産業廃棄物関連の調査が実施された1998年とする｡
(3)家庭系一般廃棄物の推計
家庭卦-･般廃棄物は資料 [1]から [5]を利用して推計する17'｡なお､ -一般廃棄物は













図 1 家庭系一般廃棄物の発生 t処理のフローモデ
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家庭系一般廃棄物を物的な形態別 (収集形態別ではない)にみると､可燃ごみが約 5万 1
千 トン､不燃ごみが約 1万8千トン､資源ごみが約4万3干 トンであるO可燃ごみの6割は
厨芥類であり､その発生量はすべての家庭,qr一般廃棄物の中で最も多いOまた､不燃ごみに
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有価 物故 57,3′15 O 57,3-15
ELl己朽/t利 用 EFll( 2,698,190 2,588,8-/15 109,3′15
委託FLl-･生利 用 ifli1 322,i97 0 322,197



























sp >C - (1)
ただし､Cは一･単位 (例えば1トン)の有機性廃棄物を飼非iトや肥料に加工するための生産











sp >C+T+ H･･･ (3)
























一 一 - .I
(｡禁 レ) 厨- 肥料 115-3 2500万円
(叢 ;古) 厨芥類 - 400kg 冒33.I,潤
C社
(飲食店) 厨芥類 肥料 501唱 350万円
D社
(スーパー) 厨芥頬 肥料 50kg 530万rJ
E社
(食晶製造業) 食晶残潰 飼料 60F.'′yL 200万円
F社 有機汚泥
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付記



















送コス トを考慮 した場合でも経済的であるならば廃棄物の地域間移動も合性的かもしれないo Lか し､当
該地域における新産業の創出や違法行為の抑制という観点に立つならば､そ うした経済的な技術を有する
業者を育成 しつつ､地域内で廃棄物を循環させることが重要な掛&Jだといえるだろう｡なお､本稿が後に










である (この点については､伊藤代表 [2]､145-riJを参照)｡ また､我々の推計 (後に示すような帯広市の
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数値をベースとした推.汁)によれば､ 卜勝地域U)-一般 性帯における ･^ 一年当た りの厨芥規排Li_掴 12_Iは約
八都県市 リサイクルスクエア m l_ごみ等の処PE主及び有効利用に関する調査船上用 ~』､2000年l川 における 首
都圏の-一人 ･年1-侶こり生ごみ排とlL.(Fyl,:を参照)(,ここで､都市部で自家処難があまり進んでいないと仮定する
と､都市部では排仕閲 が稚/最l'U)近似値とみなしうるので､ 卜勝地城の家庭ではその格差分を自家処世巨し
ていることになるOそこで､-般家庭の自家処掛 率が､臣勺でおおむね 1割 と見積もった｡Jなお､農林水産
20)十勝では集付目izrlE文を行っていない町村 Iu存fj三しているので総排出･Fi-L･ベー スでなければ､1JHEr村問比較に
意味はない｡なお､ リ､-日当た り総排liJ,敬は､(′ヒ才六系ごみ計帥収集駄rJL活系ごみ直接搬入]tlL･+自家処
fEP.tFfrL-+集[;_fl桓川父敬)÷人目÷365で算出 した｡ただ し､この算式中の自家処f_E蛸i-は統計 LのFl家処牡最であ











22)帯 広市は f･勝全体の480%の人fJを有 してお り､この点からも推計の基礎データに適 しているといえるっ
なお､この場合でもe)の問題は 卜分には解決できないが､他のすべての問題が混在 した形で推計するよ
りも用度は 高いだろう0
23)炎2の発生 鋸 二は統計上の自家処粗放分が含まれている,Jよって､本来なら､統計上の自家処雌旨TL.-の う
ち循環 的に利用された敬を算定する必要があるが､ 卜勝全体o)統計上の自家処理紋がすべての廃棄物合計
で980トンと少ないこと (資料 [4])､自治体でのヒア リングによれば､その処現の多くが野焼き等であっ
たことから本稿では計 LLなかった｡
24)札幌市では､紙屑とプラスチック類から固形燃料を製造 してお り､資料 [7]ではこれ らをリサイク/レ







食品小売店のうち従業員が10人以 上二のものをデ-ー ト･スーパーに振 り幹えるといった加丁二も施 している
(本稿では､ 卜勝の従削 封鋸主用りの斬業所構成が札幌以外の北海道と同じだと仮定して対応)∫,この規模規
定についても根拠が明確ではなく､先の問題 と併せて同資料の作成主体にFと誉恰 せたが､やは りl了_･闇二は得ら
れなかった｡
27)資料 [6]の作成 i-_休 ･機関に支庁単位のクロス集.汁の有無を確認 したが､そ うした集計は'nJっていな
かった,)また､原データの提供を受けることもできなかったため､このような推計計算を行わざるを得な
かったO
28)ま俳まさの詳細 ま割愛するが､配慮 した主要な点は以下のとお りである｡① 十勝では ｢製造業 (その他)｣に
含まれる鉄鋼業の規模が北海道に比べて相対的に小さいので､｢製造業 (その他)｣における ｢金属くず ･
鉱さい｣の発/i三毅は北海道構成比から得 られる値よ[/)も少なくなる｡② ｢製造業 (その他)｣に含まれる窯
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業 ･L･_本業U)規模が 卜勝は相対的に大きいので､｢製造業 (その他)｣の ｢汚泥J発生tl:は北淘遣手願文比か
ら導iLは れるftEは りも多くなる｡③ ｢製造業 (その他)｣における木材産業の規模が 卜勝は相対的に大きい
ので､｢製造業 (その他)｣の ｢木奔l｣発生鼠は北海道構成比から算定される敬よりも多くなるo④ 卜勝に




芥頬を分別収集 している市町村は37のみであり､そ うした市町村でも処王昭は結局､焼却 ･埋 ､‡二てである｡
厨芥規の絞源としての位FEF.I_づけは低いといわざるを得ない｡







提としているO ゴミとして処取 (焼却他)するための費用より飼料 ･肥料U)生成コス トのほうが低いとし
ても､その飼料 ･肥料が売れないのであれば､飼料 ･肥群Lの管ILfをコス トが別途必要になるし､場合によっ
ては生成 した飼料 ･肥料が ｢不要物｣として新たな処分対象ともなりかねないからである,)
36)伊藤 ･松井 [4]､23頁を参照｡
38)例えば､次のような局面が考えられるJ廃棄物t拍∈の飼料 ･肥料を利用 した農縫物の軍lくい手が確保でき
るのならば､そ うした飼料 ･肥料を使 う農業者 も増加するくつさらに､その買い手と飼料･肥料･生産者をつ
なぐことができれば､食料生産､食料消費 ･食晶加 工､廃棄物由来の飼料 ･肥料生l)Af=J:カト･つU)環になる可
能性があるOまた､いわゆる産業廃棄物に分頬される食品廃棄物は組成が比較的安定 してお り､鼓も多い
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